
賢治とイーハトーブの野菜たち…………………02
特集
27年産米の集荷・販売への取り組みについて 
…………………………………………………03
食から健康…ドクターズレストラン………………06

みんなの分教場…………………………………07

イーハトーブの担い手便り… …………………08

純情むすめ活動記………………………………09

NEWS…ワイドアングル…………………………10

タイトルのKlara（クラーラ）は、宮沢賢治の手帳にしるされて
いる言葉で、エスペラント語で「晴」「暖かい」を意味します。
全農の未来がそして世の中の全てが、明るく晴れやかにという
願いが込められています。

vol.797
2015.12

参考資料：岩手日報社発行『続　賢治のイーハトーブ植物園』より

®林風舍

特
集

米 穀 部

第8回

十
月
の
末 

（
童
話
）

「大根（ダイコン）」は、アブラナ科の主要
野菜。春の七草でスズシロ。
「ゐろり」は、地方語でひびど。煮炊きの場所
と同様に、冬の暖房装置（場所）。
大根なますは、千切りのダイコンとニンジン
などの酢の物。
「としこしざかな」は、年迎えの晩さん料理。
「けづな書物」は、だめな本。鞄

かばん

。
この童話は、夜の囲炉裏を囲む和やかな家
族風景を述べる荒っぽい方言が、
意外と繊細にほのぼのとした内容になって
いる。
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特集 ─ 27年産米の集荷・販売への取り組みについて

１
．は
じ
め
に

日
本
人
の『
食
』を
取
り
巻
く
環
境
・
意
識
・
文
化
が
、さ

ら
に
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す（
①
地
域
経
済
②
世
帯
③
住

④
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）。従
来
か
ら
の
和
食
中
心
の
食
生
活
か
ら

パ
ン
・
パ
ス
タ・麺
等
、食
の
多
様
化
・
欧
米
化
が
さ
ら
に
進
み
、

家
族
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て
家
庭
食
が
減
少
る
一
方
、個
食
化

が
進
展
し
、中
食
・
外
食
等
の
利
用
の
増
加
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。こ
の
他
、利
便
性
や
品
揃
え
、日
常
的
サ
ー
ビ
ス（
金
融

機
関
等
を
含
む
）の
追
求
と
いっ
た
観
点
か
ら
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
利
用
に
も
拍
車
が
か
か
っ
て
お
り
、多
種
多
様
な
消

費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
関
連
業
界
の
動
き
も
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
県
本
部
は
、米
の
消
費
が
減
少
し
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、『
食
』文
化
と
消
費
環
境
を

意
識
し
な
が
ら『
産
地
と
消
費
地
』、『
生
産
者
と
実
需
者
』の

結
び
付
け
の
維
持・拡
大
を
目
途
に
集
荷・販
売
を
確
実
に
実

施
し
て
行
き
ま
す
。

2
．県
産
米
の
生
産・集
荷
対
応

27
年
産
米
の
生
産
は
、古
米
在
庫
の
増
加
に
と
も
な
い
、生
産

目
標
数
量
の
他
に
自
主
的
取
組
参
考
値
が
設
定
さ
れ
、主
食

用
米
か
ら
非
主
食
用
米
等（
飼
料
用
米
・
加
工
用
米
・
備
蓄

米
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）へ
の
生
産
調
整
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。本
県
に
お

い
て
も
、昨
年
か
ら
飼
料
用
米
へ
の
作
付
け
転
換
を
生
産
者
や

Ｊ
Ａ
に
推
進
し
た
結
果
、全
中
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
県
枠
数
量
を
達

成
す
る
こ
と
と
な
り
、生
産
者
・
関
係
機
関
の
努
力
の
結
果
、

主
食
用
米
の
需
給
改
善
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

30
年
産
米
か
ら
国
に
よ
る
生
産
目
標
数
量
の
配
分
が
無
く
な

る
こ
と
も
踏
ま
え
、需
給
環
境
や
生
産
者
の
手
取
り
ア
ッ
プ
を

考
慮
し
な
が
ら
、水
田
活
用
米
穀
も
含
め
た
県
産
米
の
生
産
・

加
工
用
う
る
ち
米
は
県
内
外
の
酒
造
会
社
等
へ
安
定
的
に
県
産

米
の
供
給
を
行
って
い
ま
す
。取
引
き
メ
ー
カ
ー
や
実
需
者
か
ら

の
県
産
米
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、今
後
も
安
定
的
に
継
続
し

た
取
引
を
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
宣
伝
対
応
】

27
年
産
米
で
は
、28
年
産
米
以
降
、本
格
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る

「
銀
河
の
し
ず
く
」の
販
売
に
先
立
ち
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
あ
き

た
こ
ま
ち
」「
い
わ
て
っ
こ
」「
ど
ん
ぴ
し
ゃ
り
」と
いっ
た
本
県
主

力
銘
柄
の
販
売
先
の
定
着
化
と
販
路
拡
大
の
取
り
組
み
と
し

て
、新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
は
、販
売
数
量
の
増
加
を
目
的

と
し
た『
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』と
認
知
度
向
上
を
は
か

る
た
め
の『
オ
ー
プ
ン・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
も
新
米
販
売
時
期
か
ら
28
年
３
月
末
ま
で

の
長
期
間
の
対
応
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
23
年
度
か
ら

展
開
し
て
い
る『
い
わ
て
純
情
米・恋
す
る
お
コ
メ
プ
ロ
ジ
ェク
ト
』

と
料
理
教
室
と
し
て
全
国
展
開
し
て
い
る「
Ａ

Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ・ス
タ
ジ
オ
」と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョン
を
継
続
し
、今
後
、主
婦
と
な
る
女
性
層

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
的
に
展
開
し
、消
費

拡
大
と
認
知
度
向
上
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
は

か
って
行
き
ま
す
。

４
．最
後
に

30
年
産
米
以
降
を
見
据
え
、「
新
産
地
ブ
ラ

ン
ド
化（
新
銘
柄
の
高
付
加
価
値
）」確
立
の

先
陣
を
切
っ
た
北
海
道
や
山
形
県
は
、独
自
の

市
場
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。同
様
に
他
県
に

お
い
て
も
青
森
県
の「
青
天
の
霹
靂
」、秋
田
県

の「
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
」「
秋
の
き
ら
め
き
」、新
潟
県
で
は「
新
之
助
」

な
ど
各
県
と
も
追
随
し
た
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。一
方
、消

費
地
で
は
、少
子
高
齢
化
や
購
買
層
の
２
極
化
、購
入
先
も
量

販
店
か
ら
ネ
ッ
ト
通
販
や
米
小
売
り
専
門
店
に
よ
る
購
入
な

ど
、少
量
多
品
種
と
いっ
た
動
き
も
み
ら
れ
、高
級
炊
飯
器
を

購
入
し
味
比
べ
を
楽
し
む
消
費
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。本
県

に
お
い
て
も
、新
オ
リ
ジ
ナ
ル
銘
柄（
銀
河
の
し
ず
く
・
1
1
8

号
）の
生
産・販
売
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、30
年
対
策
に
向
け「
い
わ
て
純
情

米
」の
既
存
顧
客
の
需
要
動
向
を
注
視
し
な
が
ら「
新
産
地
ブ

ラ
ン
ド
化
」へ
の
対
応
と「
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
」と
し
て
県
産

米
の
生
産・販
売
戦
略
の
構
築
を
前
広
に
検
討
す
る
時
期
に
差

し
掛
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。是
非
、岩
手
の
力
を
結
集
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ

も
含
め
た
難
題
に
立
ち
向
か
って
行
き
ま
し
ょ
う
。

集
荷
対
策
を
今
後
も
取
り
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。28

米
穀
年
度
で
は
、26
年
産
米
の
在
庫
数
量
が
30
万
ト
ン
程

度
持
ち
越
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、一
方
で
は
生
産
調
整

等
に
よ
る
主
食
用
米
の
作
付
面
積
の
減
少
や
西
日
本
・
関
東

の
作
柄
不
良
・
品
質
低
下
等
に
よ
り
、銘
柄
に
よ
っ
て
は
消
費

地
で
の
タ
イ
ト
感
が
発
生
し
始
め
て
い
ま
す
。県
本
部
は
、消
費

地
の
動
向
を
踏
ま
え
、実
需
者
別
の
販
売
計
画
策
定
や
新
規

実
需
者
へ
の
提
案
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ａ
と
消
費
地（
実
需

者
）情
報
の
共
有
を
は
か
り
な
が
ら
、11
月
末
ま
で
に
集
荷
数
量

の
確
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、各
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
ル
ー
ト
集
荷・庭
先
集
荷
も
３
年
目
を
迎
え
、更
な

る
生
産
者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、効
率
的
な
集
荷
業
務
を
引

き
続
き
進
め
て
行
き
ま
す
。

3
．販
売・宣
伝
対
応

【
販
売
対
応
】

27
年
産
米
は
、安
定
取
引
販
売
を
起
点
に
多
様
な
契
約
・
販

売
手
法
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。事
前
契
約（
播

種
前
・
収
穫
前
契
約
）に
お
い
て
は
、実
需
者
や
卸
売
業
者
間
に

27
年
産
米
の
販
売
環
境
の
不
透
明
感・警
戒
感
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
契
約
締
結
に
消
極
的
で
し
た
が
、県
本
部
は
早
期
契
約
締

結
の
た
め
積
極
的
に
推
進
を
行
い
、当
初
計
画
は
下
回
っ
た
も
の

の
、前
年
を
上
回
る
数
量
を
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。複

数
年
契
約
に
関
し
て
は
、大
手
実
需
者
と
の
契
約
を
取
り
進
め
、

消
費
地
と
産
地
の
安
定
供
給・安
定
生
産
と
いっ
た
長
期
取
引
を

行
って
い
ま
す
。ま
た
、今
年
産
よ
り
生
産
者
と
実
需
者
と
の
結

び
付
け
促
進
を
は
か
る
た
め
、一
部
試
験
的
に
買
い
取
り
販
売

を
行
い
、更
な
る
安
定
取
引
に
向
け
た
体
制
作
り
を
進
め
て
い

ま
す
。原
材
料
用
米（
も
ち
米
・
加
工
用
米
）に
つ
い
て
も
複
数

年
契
約
を
中
心
に
進
め
、も
ち
米
は
大
手
加
工
メ
ー
カ
ー
や
卸
、

■27年産集荷数量実績（11月30日現在） 単位：㌧、％
出荷契約

数量 集荷実績
27年産

契約対比

前年同日対比

27年契約 27年実績 26年同日
実績

26年
ＴＯＴＡＬ 増減

②－③
対比
②/③

① ② ③ ④ ②/①

ひとめぼれ 90,532 74,740 71,772 95,899 83% 2,968 104%

あきたこまち 21,877 17,149 18,007 20,509 78% -858 95%

いわてっこ 4,026 3,346 3,305 5,204 83% 41 101%

どんぴしゃり 3,646 3,655 4,074 4,535 100% -420 90%

かけはし 278 297 372 380 107% -75 80%

その他 752 676 636 691 90% 41 106%

主食うるち計 121,112 99,863 98,166 127,217 82% 1,698 102%

酒造用米計 924 950 640 774 103% 310 148%

もち計 8,983 8,845 8,508 8,661 98% 337 104%

合　計 131,020 109,658 107,313 136,653 84% 647 102%

■平成27年産主食うるち米事前契約数量 単位：㌧

銘柄 27販売
計画①

27事前
契約②

事前契約
率②/①

26事前
契約③

25事前
契約④

前年比
②/③

前々年比
②/④

ひとめぼれ 90,000 50,938 56.6% 41,558 67,446 122.6% 75.5%

あきたこまち 19,500 12,802 65.7% 5,348 14,816 239.4% 86.4%

いわてっこ・
どんぴしゃり
他

8,500 1,118 13.2% 747 0 149.7% ―

計 118,000 64,859 55.0% 47,653 82,262 136.1% 78.8%

■平成25年産～27年産出来秋時集約保管実績 単位：㌧

区分 種類 27年産① 26年産② 25年産③ 27-26増減
④＝①－②

前年比
①/②

前々年比
①/③

庭先

うるち米 4,058 2,933 3,139 1,125 138% 129%

もち米 6 8 8 -1 86% 86%

計 4,064 2,940 3,146 1,124 138% 129%

デポ

うるち米 1,605 1,015 0 590 158%

もち米 91 69 0 22 131%

計 1,696 1,084 0 611 156%

ルート

うるち米 12,891 9,123 9,045 3,768 141% 143%

もち米 380 495 1,202 -115 77% 32%

計 13,271 9,618 10,247 3,653 138% 130%

合計 19,030 13,642 13,394 5,388 139% 142%

■平成26～28年産もち米・加工用米複数年契約数量 単位：㌧・％

用途 26年産
集荷数量①

26年産
複数年②

27年産
複数年

28年産
複数年

契約率
②/①

主食用もち米 8,660 5,700 5,680 4,750 66

加工用米 7,930 5,350 5,360 5,360 67

合計 16,590 11,050 11,040 10,110 67
※もち米の複数年契約は集荷数量の約７割程度を目安に実施している。
※加工用米の複数年契約は、実需者と協議し計画的に契約締結を行っている。
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 1. 
岩
手
の
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培

近
年
、岩
手
県
で
は
「
秋
冬
ど
り
キ
ャ
ベ
ツ
」

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
岩
手
町
を
中
心
と
し
た

内
陸
の
ほ
か
、
沿
岸
地
方
で
も
栽
培
面
積
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

従
来
、
岩
手
県
は
「
南
部
甘
藍
」
の
時
代
か

ら
「
夏
秋
ど
り
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
産
地
と
し
て
名

を
は
せ
て
い
ま
し
た
が
、「
秋
冬
ど
り
作
型
」

に
つ
い
て
は
播
種
期
や
定
植
期
等
の
作
型
や
品

種
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 2. 
沿
岸
地
方
で
の
取
り
組
み

大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
沿

岸
地
帯
特
有
の
秋
が
長
く
比
較
的
温
暖
で
冬
期

の
降
雪
が
少
な
い
気
象
に
注
目
し
、「
調
査
研

究
」
事
業
と
し
て
「
秋
冬
ど
り
キ
ャ
ベ
ツ
」
栽

培
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
気
仙
地
方
向
で

は
「
栽
培
の
手
引
き
」
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
広
が
り
を
見
せ
、
今
年
度

は
中
央
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

一
関
・
大
船
渡
・
宮
古
・
久
慈
の
県
南
・
沿
岸

の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
「
冬
ど
り
キ
ャ

ベ
ツ
」
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、「
復
旧
・
復
興
対
策
事
業
」

と
し
て
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
も
陸
前
高
田

市
で
の
試
験
を
始
め
て
い
ま
す
。

 3. 
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

こ
の
作
型
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
球
肥
大
が
ほ

ぼ
停
止
す
る
平
均
気
温
が
５
℃
以
下
に
な
る
前

に
結
球
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

地
域
ご
と
に
播
種
（
定
植
）
期
の
晩
限
を
設
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
が
低
温
期
と
な
り
生
育
が
止
ま

る
時
期
な
の
で
、
取
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
計
画

的
な
出
荷
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、
低
温
に
よ

る
球
の
障
害
が
発
生
す
る
の
で
低
温
に
強
い
品

種
の
選
定
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

 4.
全
農
の
取
り
組
み

全
農
い
わ
て
で
は
、
今
年
度
宮
古
地
方
に
品

種
比
較
の
展
示
ほ
を
設
置
し
、
地
元
農
協
や
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

普
代
村
に
あ
る
展
示
ほ
で
は
、
７
月
７
日
播

種
、
８
月
１
日
定
植
の
作
型
で
10
月
下
旬
か
ら

収
穫
期
に
入
っ
て
お
り
、
今
後
は
品
種
ご
と
の

特
性
把
握
を
行
う
予
定
で
す
。

他
の
課
題
と
し
て
は
根
こ
ぶ
病
な
ど
の
病
害

対
策
や
定
植
期
が
８
月
と
な
る
こ
と
か
ら
、
夏

作
と
の
競
合
が
あ
り
、
こ
の
時
期
の
作
業
時
間

短
縮
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
気
象
を
活

用
し
た
新
し
い
農
業
と
し
て
伸
び
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

あ
さ
り
は

砂
抜
き

し
、
鍋
に

水
1
0
0

㏄
と
一
緒

に
入
れ
て

中
火
に
か

け
、
口
が

開
い
た
ら

殻
を
取
り

外
す
。
蒸

し
た
際
の

汁
は
取
っ
て
お
く
。

玉
ね
ぎ
、に
ん
じ
ん
、ベ
ー
コ
ン
は

1
㎝
角
に
切
る
。

2

協力／ドクターズレストラン「Ｇｒｅｅｎ＊Ｇｒｅｅｎ」 盛岡市松園2-2-10 TEL.019-665-2345

材料（2人分）
ゆで小豆（甘くないもの）大さじ2、☆あさり（殻付き）200g、☆水
100cc、玉ねぎ1/2個、にんじん1/2本、ベーコン30g、バター10g、
薄力粉大さじ2、固形コンソメ1個、水150㏄、牛乳200㏄、塩・こしょ
う適宜、パセリ（粉末）適宜

自宅で作ってみましょう
料理監修／管理栄養士　臼井名津子

Doctor's restaurant
食から健康

〜ドクターズレストラン〜

小豆：小豆には水分の代謝を促し、むく
みを取る効果があると言われている。ま
た、食物繊維も多いので便秘解消にも良
いため、デトックス作用のある女性に嬉し
い食材。ダイエット効果を期待するのであ
れば、なるべく砂糖を入れないで調理す
るのがオススメ。
春菊：春菊にはカルシウムや鉄、ビタミ
ン類が豊富に含まれている。独特な香り
と苦みがあるが、意外とアクは少ない野
菜のため、火を加えるよりも生のほうが食
べやすい。

健 康 食 材

★ポイント★新物の小豆は皮が柔らかく、ジャガイモの代わ
りに使ってもスープの味を邪魔しません。今回はミックスビー
ンズではなく、あえて県産小豆を使用しました。あさりは缶詰
でも代用可能です。

【付け合わせ】
南瓜のチーズグラノーラ和え…ゆでた南瓜にクリームチー
ズとグラノーラを和えるだけ。 エネルギー60kcal。
春菊のサラダ…生の春菊とパプリカ、JA大船渡の「しいた
けディップソース」を併せる。 エネルギー46kcal

●小豆入りクラムチャウダー
エネルギー 261kcal
たんぱく質 10.2g
脂質 14.2g
炭水化物 23g
塩 2.3g

水
と
ゆ
で
小
豆
、あ
さ
り
と
そ
の

汁
、コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
、に
ん
じ
ん

が
柔
ら
か

く
な
る
ま

で
煮
る
。

4
牛
乳
を
加
え
た
ら
火
を
弱
め
、塩
、

こ
し
ょ
う
で
味
を
と
と
の
え
る
。器

に
盛
り
、粉
末
パ
セ
リ
を
振
り
か
け
る
。

5
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
と
ベ
ー
コ
ン

を
入
れ
中
火
で
炒
め
、玉
ね
ぎ
、に

ん
じ
ん
も
加
え
て
玉
ね
ぎ
が
透
き
通
る
く

ら
い
ま
で
炒
め
る
。薄
力
粉
を
加
え
て
、さ

ら
に
軽
く
炒
め
る
。

3

小
豆
入
り
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー

チ
ャ
ウ
ダ
ー
は
、シ
チ
ュ
ー
の
よ
う
な
ト
ロ
ッ
と
し
た
濃
厚
な
煮
込
み

料
理
と
は
違
い
、魚
介
類
、じ
ゃ
が
い
も
、ベ
ー
コ
ン
、ク
リ
ー
ム
な
ど
を
入

れ
て
煮
込
ん
だ
具
沢
山
ス
ー
プ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。あ
さ
り
や
は
ま
ぐ

り
な
ど
の
二
枚
貝
が
入
っ
た
も
の
は「
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
」、白
身
魚
が

入
れ
ば「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
チ
ャ
ウ
ダ
ー
」、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
入
れ
た
も
の
は

「
コ
ー
ン
チ
ャ
ウ
ダ
ー
」と
呼
ば
れ
ま
す
。調
理
法
の
違
い
を
挙
げ
る
な

ら
、材
料
を
さ
い
の
目
に
細
か
く
切
っ
て
短
時
間
で
調
理
す
る
の
が
チ
ャ

ウ
ダ
ー
で
、シ
チ
ュ
ー
は
材
料
を
大
き
め
に
切
り
、時
間
を
か
け
て
煮
込
ん

だ
も
の
で
す
。

今
回
は
じ
ゃ
が
い
も
の
代
わ
り
に
小
豆
を
使
い
、鉄
分（
貧
血
予
防
の

効
能
あ
り
）や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12（
肝
臓
の
機
能
を
強
化
す
る
効
能
あ
り
）を

豊
富
に
含
む「
あ
さ
り
」を
入
れ
た「
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
」の
簡
単
な
作

り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
豆
の
歴
史
は
と
て
も
古
く
、『
神
農
本
草
経
』と
い
う
中
国
最
古
の

薬
学
書
に
は
、小
豆
の
煮
汁
が
解
毒
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
記
述
が

あ
り
、食
べ
物
と
い
う
よ
り
も
薬
効
の
あ
る
食
材（
薬
）と
し
て
珍
重
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。豆
類
は
現
代
人
に
と
っ
て
不
足
し
や
す
い
栄
養
素（
カ

ル
シ
ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、食
物
繊
維
）を
効
率
的
に
摂
取
で
き
る
健
康
食
材

で
す
。豆
類
が
も
つ
栄
養
と
健
康
効
果
を
意
識
し
て
、も
っ
と
日
常
の
食

生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

普代村での栽培風景

宮古市田老での栽培

普代村品種比較
展示圃場

収穫したキャベツ
（11月12日）

営農対策部　営農技術課
技術主管

菊池利行

1
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「
久
慈
地
方
の
集
落
営
農
の
モ
デ
ル
経
営
体
と
し
て
」

組合長とTAC

乾燥調製施設

基盤整備地区

ライスセンター内

フレンコン出荷

TAC活動

農事組合法人ライスランド久慈の概況
●代　　　表：代表理事　小倉　明（６５歳）　
●設　　　立：平成２５年５月２９日
●所　在　地：久慈市大川目町２６の１０２
●組　合　員：８人
●経 営 面 積：平成２７年実績

１３．６ha（水稲１０ha、ＷＣＳ３ha、大豆0.64ha）
●施 設 機 械：乾燥調製施設（含む事務所）１棟、ブームスプレイヤ

追
々
寒
さ
に
向
か
い
体
調
の
崩
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
し
た
が
、純
情
む
す
め
メ
ン
バ
ー
は

皆
、元
気
に
笑
顔
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、私
は
10
月
29
日
か
ら
11
月
1
日
ま
で

3
日
間
、名
古
屋
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た「
ユ

ニ
ー
岩
手
県
フ
ェ
ア
」に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
き

ま
し
た
。

１
日
目
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
岩
手
県
産
ワ
カ
メ
の
配
布
か
ら
始
ま
り
、お
米

や
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
の
試
食
交
え
て
の
P
R
活
動
。

出
だ
し
は
少
し
不
安
に
な
り
な
が
ら
も
、1
人
で

も
多
く
の
方
に
純
情
産
地
い
わ
て
の
良
さ
を
お

届
け
し
た
い
一
心
で
P
R
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、2
日
目
に
は
東
海
テ
レ
ビ
の「
ス
イ
ッ

チ
」と
い
う
情
報
番
組
に
生
出
演
！
岩
手
の
農
畜

産
物
や
観
光
地
を
発
信
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。極
度
の
緊
張
で
の
出
演
で
、見
て
下
さ
っ
た

方
に
上
手
く
伝
わ
っ
た
か
な
ぁ
と
不
安
で
は
あ
り

ま
す
が
、1
人
で
も
多
く
の
方
に
岩
手
の
魅
力
が

伝
わ
っ
て
い
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
純
情
む
す
め
が
行
う
ク
イ
ズ

大
会
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。私
た
ち
自
身
、課
題
の
残
る
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
が
、沢
山
の
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
り
純
情
産
地
い
わ
て
を
知
っ
て
も
ら
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
3
日
間
で
と
て
も
印
象
強
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。フ
ェ
ア
に
来
て
下
さ
る
お
客
様
の
口
か

ら
、沢
山
の
岩
手
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
く
る
ん
で

す
。「
先
日
、岩
手
へ
行
っ
て
た
く
さ
ん
美
味
し
い

も
の
を
食
べ
て
き
た
よ
」「
岩
手
へ
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
に
行
き
た
い
の
だ
け
れ
ど
オ
ス
ス
メ

は
？
」な
ど
、美
味
し
い
食
財
が
あ
る
前
提
で
お

話
し
て
く
れ
る
の
で
す
。私
は
岩
手
を
誇
り
に
思

う
と
同
時
に
、自
ら
も
も
っ
と
も
っ
と
岩
手
の
食

財
の
魅
力
を
見
つ
け
P
R
し
た
い
！
と
い
う
更
な

る
意
欲
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。自
分
達
の
成
長
に

も
繋
が
っ
た
濃
い
３
日
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

純
情
む
す
め
の
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
、早
く

も
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。毎
回
多
く
の

経
験
や
出
会
い
に
刺
激
を
受
け
、感
謝
す
る
日
々

で
す
。こ
れ
か
ら
も
い
わ
て
純
情
む
す
め
そ
し
て
、

岩
手
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、大
好
き
な
岩
手
を
盛

り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
手
の
魅
力
を
名
古
屋
へ
！

思
い
を
込
め
て
P
R

燃料部 北東北石油事業所
岩手推進課

岩
い わ も と

本 大
だ い き

樹さん（22歳）

趣味・特技
旅行、サッカー

現在の担当業務
現在は先輩職員の方と一緒に花巻・遠野エリアを担当しています。日々の業務としては、JAの
担当者の方と様々なお話をしたり、各SSを巡回して、店舗の運営改善活動をしたりしています。
また、SSから毎月報告をいただいた実績を取りまとめるなど事務的な業務もあります。石油事
業に関してはまだまだ知識不足ですので、様々な方との会話からも、毎日たくさんのことを勉強
させていただいています。

これからどんな職員になってみたいか
周囲の人から信頼される職員になりたいです。いずれは1人で担当JAを持ち、良い実績を残す

ことができるように推進業務をしていきたいなと思います。そのためにも先輩職員の方々からた
くさんの知識を吸収できるように頑張っていきたいです。宜しくお願い致します。
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JA全農いわて畜産酪農部は㈱よこまちなど関係機関と共同で、青
森県八戸市のよこまちストア4店舗（一番町店、旭ヶ丘店、新井田
店、五戸店）にて「南部ピュアポークまつり」を開催しました。この取
り組みは、「南部ピュアポーク」のおいしさをより多くの人に知って
もらうことを目的に毎年実施しているものです。
まつりでは「南部ピュアポーク」ロース肉のしゃぶしゃぶの試食販売
が行われたほか、スピードくじ抽選会やもちつき大会、豚肉脱骨解体
ショーなどのイベントが行われ、店内は多くの人でにぎわいました。
「南部ピュアポーク」は飼料や飼育環境にこだわって育てられた20

年以上続く本県の
銘柄豚で、肉色と脂
質の良さが特長。JA
全農いわては今後も
「南部ピュアポーク」
をはじめとした安全・
安心でおいしい「いわ
て純情豚」を提供し
ていきます。

岩手県・JA岩手県五連・岩手県内7JAと、いわて純情米を取り扱う
全国の米卸5社および県内米卸の㈱純情米いわてが参集し、本年度
3回目の「みちのく純情会」を雫石町のホテルで開催しました。
開会にあたりみちのく純情会会長、大和産業株式会社の川上
修己代表取締役社長が「新品種米の販売やＴＰＰ問題に対して、
JA、県本部が一体となり取り組む必要がある」と挨拶。JA全農い
わてからは、飼料米への転換を推進し需給の改善に努めたことに
より2014年産を上回る単価になったと説明があり、引き続き関係
機関と連携し、安定供給に向けて生産体制を整えることを誓いま
した。
また、2016年秋から本格的に販売を予定している県のオリジ
ナル品種「岩手107号」の試食も行われ、参加者は見た目や食味
を確かめました。

ＪＡ全農いわて営農対策部は花巻市内にて平成27年度純情
産地いわて担い手経営力アップセミナーを開催し、県内の担い
手や農協、関係機関団体職員ら173名が参加しました。
セミナーではＴＰＰ情勢やマイナンバー制度についての報告
がなされたほか、加工業務用野菜への取り組みや県内農業
法人の経営概況分析をテーマとした講習がおこなわれ、参加
者らは熱心に耳を傾けました。

ＪＡいわて中央畜産部会養豚専門部会は、地元産の安全・安心でおいしい
豚肉を子どもたちに食べてもらおうと、管内の小中学校14校に「しわ豚」2頭
分約100キロを無償で提供しました。
当日は阿部秀夫同部会長と七木田一也副部会長が紫波町立長岡小学校

を訪れ、児童と一緒に給食を食べました。この日提供された豚肉は「しわ豚と
大根のみそ煮」としてメニューに上がり、生産者の話を聞きながら給食を
味わった3年生の大志田陽羽くんは「この豚肉はやわらかくて食感が好き。
豚が一度にたくさん生まれることに驚いたし、命の大切さを感じた」と感想を
話しました。阿部部会長は「えさや環境などにこだわり、心を込めて育てた
安全でおいしい豚肉を食べ、元気に成長してもらいたい」と思いを語りました。

一関ふるさと便「冬の便」の出発式がＪＡいわて平泉西部営農
振興センターにておこなわれました。出発式には長田仁一関副市
長や齊藤文秀ねぎ部会長など、同ふるさと便の関係者らが参加。
２０１５いわて純情むすめも駆けつけ、テープカットや乾杯で出発
を祝いました。
一関ふるさと便は生産者と市、同ＪＡで組織する実行委員会が、産
地ＰＲと消費拡大を目的に1987年より実施しているものです。29回
目となる今年度は新米「ひとめぼれ」やいわて南牛のほか、曲がりネ
ギと里芋の詰め合せセットなど11品を用意。出発式当日は、計22
箱が北海道から関西までの各地に発送されました。

一般社団法人岩手県畜産協会による第59回岩手県畜産共進会肉牛の部が紫波町の㈱岩手畜産流通センターにて開催され、北上市
の千葉洋子さん（ＪＡいわて花巻）の出品牛が、最高賞である名誉賞を獲得しました。
今年度は県内肥育農家より黒毛和種の雌35頭、去勢65頭の計100頭が出品され、脂肪交雑、色と光沢、締まりときめなどの観点より

肉質を審査。千葉さんの出品牛は、肉色の鮮やかさや脂肪の質などが高く評価されました。
また当日は第47回いわて牛産地和牛枝肉販売会も開催され、県共出品牛の平均販売単価は、去勢2,446円／kg、雌2,455円／kg、平均
2,449円／kgと高値販売されました。

岩手の豚肉を八戸でＰＲ！いわて純情米の販売について協議 担い手農家の経営改善をはかる

しわ豚が学校給食に登場！

一関の味覚ぎっしり、全国へ

高品質肉牛に名誉賞

10月25日（日）11月16日（月） 11月5日（木）

11月19日（木）

11月6日（金）

11月7日（土）

よこまちストア「南部ピュアポークまつり」開催第3回みちのく純情会 純情産地いわて担い手経営力アップセミナー

養豚部会食育イベント

一関ふるさと便「冬の便」出発式

第59回県畜産共進会 肉牛の部

給食を通して生産者と児童が触れ合いました

ふるさとの味と香りを、真心こめて届けます

「南部ピュアポーク」試食会の様子

情勢報告や意見交換が行われました

マイナンバー管理についてなど、最新情報が提供されました

トロフィーを受け取る千葉洋子さん

誉賞を受賞した枝肉のロース芯横断面

12月、「冬恋」の季節がやってきました。
「冬 恋」は 岩 手 県で 生まれ たりんご「はる

か」のなかで、高い糖度と蜜入りの水準を
満たしたものだけが名乗ることを許される
究極のりんごです。私は今年初めて食べま
したがとてもジューシーで甘く、その美味し

さにすっかりファンになってしまいました。 
そんな「冬恋」、JAタウン内「いわて純情館」
にて取り扱っておりましたが残念ながら現
在は販売終了しております。次は「気仙小枝
柿」を発売する予定ですのでお楽しみに！

（千葉）
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